
京都憲法共同センター学習交流会 

 主催：京都憲法共同センター 連絡先：京都総評気付 電話０７５―８０１－２３０８ 

 と き ２０１５年１０月２４日（土）午後２時～ 

 ところ 中小企業会館（西大路五条下る東側）７階会議室 

 参加自由・無料 

ーーーーーーーーーーーーー内 容―ーーー―ーーーーーーーーーーー 

 報告１  国会審議と戦争法       国会議員要請中 

 報告２  戦争法の内容と「手続き」   岩佐英夫氏(弁護士） 

 報告３  日米ガイドラインと米軍・自衛隊共同の実態  

                片岡 明氏（京都平和委員会事務局長）  

 安倍内閣の戦争法

の強行成立を受け、

今、「戦争法は廃案

に」「発動は許さな

い」との新たな運動

がはじまりました。 

 年末には自衛隊中

部方面隊が南スーダ

ン（PKO 活動）に交

替要員として派遣さ

れますが、この部隊

が「かけつけ警護」

が実践的に対応を求められると見られています。京都の

部隊から派遣されるとも見られています。 

 戦争法廃止、発動を許さないとりくみをしていくため

に、国会審議の到達点と、戦争法の内容についてあらた

めて学びます。さらに、改定された日米ガイドラインの

もとで、自衛隊は米軍との密な「調整」をはじめていま

す。自衛隊と米軍の共同作戦･訓練の実態がどのように

なっているのか、どこに行き着くのかを学びます。 

 それぞれの階層や地域でのとりくみに生かしていただ

くために開催します。多くのみなさんのご参加をよびか

けます。 

戦争法廃止、発動を許さないとりくみ

をすすめるための学習集会 


